






要約:昭和 61 年 7 月から 63年 12 月までに神奈川県内で出生した 171.684 人の新生児につ

いて、濾紙血を用いて CAH のマススクリーニングを行った。検査は、ELISA 法による 17-OHP

の測定で、直接法と抽出法を併用した。要再検は 200 件(O.12%)、要精検 24件(0.01%)で 7

人の患児(塩喪失型 5人、単純型 2人)を発見した。 

出生体重 1.OOOg 未満の児の採血時日齢 10 日以内では、直接法で高値を示した。抽出法で

は、大多数がカットオフ値以内であった。 


